
独立行政法人造幣局さいたま支局 環境コミュニケーション 

 

日 時：令和６年３月 21 日（木）13：30～16：00 

 

会 場：造幣局さいたま支局（さいたま市大宮区北袋町 1-190-22） 

 

主催者：造幣局さいたま支局 

 

参加者：近隣自治会６名、造幣局さいたま支局８名（うち司会１名）、さいたま市２名 

計 16 名 

 

内 容：⑴ 主催者講演 「造幣局概要及び環境への取り組みのご案内」 

⑵ 主催者講演 「桜のさんぽ道のご案内」 

⑶ さいたま市講演 「さいたま市の大気環境への取り組み」 

    ⑷ 廃水処理施設視察 

    ⑸ 工場及び博物館視察 

 

造幣局さいたま支局が平成 28 年にさいたま市に移転してから、初の環境コミュニケーションの開

催となりました。 

主催者からは、事業概要や環境への取り組みについて講演がありました。環境への取り組みとし

て、廃水や排ガスは処理施設を経由して下水道や大気へ排出することで、環境負荷の低減が図られ

ていました。また、再生可能エネルギーの 100％供給を受けることで、電気の調達に係るＣＯ２の排

出状況は、実質ゼロを達成していました。 

視察では、実際にプルーフ貨幣や勲章の製造過程及び廃水処理施設を見ることで、事業に対して

理解が深まると共に、適正に廃水が処理されていることを実感できました。 

 

 

 

造幣局講演 廃水処理施設視察 










